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本体 


7.14 


水道 に 直接 接続す るた めの…。 


7.101 水道に 直接 接続す るた めの…。 


15.2 


その他の 機器 は…， 附属 書 AA に 規定す 

る 5 g の 洗剤 を そ の 機器 中の 水 1 L ごと に 1 
は 洗剤の… 量 を 追加す る。 


その他の 機器 は…， その 機器 中の 水 1L 
に対して 附属 書 AA に 規定す る 洗剤 5g， X 
は 洗剤の… 量 追加す る。 
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ま 7L がき 

こ の 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条に よって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 電機 
工業 会 (JEMA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調 
查 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISC 9335-2-7: 1999 は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 

改正に 当たって は， 日本工業規格と 国際規格との 対比， 国際規格に 一致した 日本工業規格の 作成 及び 日 
本 工業規格 を 基礎に し た 国際規格 原案の 提案 を 容易 にす るた め に， IEC 60335-2-7 ： 2002， Household and 
similar electrical appliances ― Safetv ― Part 2-7 : Particular reauirements tor washing machine を 基礎 と し て 用 V 、 

た。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 
JIS C 9335-2-7 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 
附属 書 AA (規定） 洗剤 及び リンス 剤 
附属 書 BB (規定） エラス トマ 部品の 劣化 試験 
附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格 と の 対比 表 
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日本工業規格 JIS 

し 93JD- Zl- , ： 2004 

家庭 用 及び こ れ に 類す る 電気機器の 安全性 一 

第 2-7 部： 電気洗濯機の 個別 要求 事項 

Household and similar electrical appliances— Safety— Part 2-7 : Particular 

requirements for washing machine 

序文 こ の 規格 は 2002 年に 第 6 版と して 発行され た IEC 60335-2-7 ： 2002, Household and similar electrical 
appliances - Safety - Part 2-7 : Particular requirements for washing machine を 翻訳し， 技術的 内容 を 変更 して 作 
成した 日本工業規格 であ り， JIS C 9335-1 ： 2003 (家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 第 1 部： 一 
般 要求 事項） と 併読す る 規格で ある。 

なお， この 規格で 点線の ド線を 施して いる 箇所 は， 原 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 変更の 一覧 
表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 1 (参考） に 示す。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 布 及び 織物 を 洗濯す るた めの 家庭 用 及び 同等の 目的の 電気洗濯機であって， 
定格 電圧が 単相 機器の 場合に は 250 V 以下， その他の 機器の 場合に は， 480 V 以下の ものの 安全性に つい 
て 規定す る。 

備考 101. 他の 形式の エネルギーの 供給 を 受ける 洗濯機 も， この 規格の 適用 範囲 内に ある。 
通常， 家庭で 使用し ない 機器で も， 店舗， 軽工業 及び 農場で 一般人が 使用す る 機器の ような， 一般大衆 
への 危険 源と なる 機器 も， この 規格の 適用 範囲で ある。 

備考 102. この種の 機器の 例と して は， アパート 又は コインランドリーの 業務 用の 洗濯機で ある。 
この 規格で は， 住宅の 中 及び 周囲で， 機器に 起因して 人が 遭遇す る 共通 的な 危険性 を 可能な 限 り 取り扱 
つてい る。 しかしながら 次の 状態に ついては 規定して いない。 
一 監視な し に 幼児 又は 非 健 常 者が 機器 を 用いる 場合 
- 幼児が 機器で 遊ぶ 場合 

備考 103. この 規格の 適用に 際して は， 次の ことに 注意し なければ ならない。 

一 車両， 船舶 又は 航空機 搭載 用 機器に は， 要求 事項の 追加が 必要になる 場合 も ある。 

一 多くの 国に おいて は， 厚生 関係 機関， 労働 安全 所管 機関， 水道 当局 その他の 当局に よって， 追加 

要求 事項 を 規定して いる。 
備考 104. この 規格 は， 次の ものに は 適用し ない。 
一 工業 目的 専用の 機器。 

一 腐食 性 又は 爆発性の 雰固気 （じんあい， 蒸気 又は ガス） が 存在す るよう な 特殊な 状況に ある 場所 

で 使用す る 機器。 
備考 105. この 規格の 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/1EC Guide 21 に 基づき， IDT (—致して いる）， MOD 
(修正して いる）， NEQ (同等で ない) とする。 
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lEC 60335-2-7 ： 2002, Household and similar electrical appliances — Safety — Part 2-7 : Particular 
requirements for washing machine (MOD) 

2. 引用 規格 引用 規格 は， JISC 9335-1 の 2. による ほ 力、， 次に よる。 
JTS C 9811 家庭 用 電気洗濯機の 性能 測定 方法 

ISO 1817 ： 1999 Rubber, vulcanized ― Determination of the effect of liquids 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JISC9335-1 の 3. による。 ただし， 3 丄 9 は， この 規格に 
よる。 

3.1.9 通常 動作 下記の 状態に よる 機器の 動作。 

機器 は， 乾燥 状態に お ける 質量が 取扱説明書に 記載 し た 最大 質量に 等 しい 試, 験 布， 及び そ の 設計 最大 水 
量で 満たす。 ただし， 試験 布の 量 を 50% だけ 使用す る 時に， 入力 電力 又は 電流が より 大きくなる 場合 は， 
この 負荷で 機器 を 運転す る。 

水の 温度 は 
一 電熱 素子の ない 機器で は， 65 。C 土 5 V 

なだ^;___?}<选ヒぅき_黨11^た选1^に多：2ェ(も___赏邇9^：??變き_&ぅ_^^_き_^き：?|5义__ 
一 その他の 機器で は， 15で±5で とする。 

機器が プログラム を 組み込んで いない 場合， 初めの 洗い 行程 を 始める 前に， 水 を 90 で±5 T: 又は， 構 
造 上 許容 される 最高 温度 の レ ^ ずれ か 低 い 温度 ま で 加熱す る 。 

試験 布 は， 事前に 洗濯され た 二重 縁 縫いの 木綿 シーツで， 寸法 は ほぼ 70cmX70cm， 質量 は， 乾燥 状態 
で 140 g/m2〜175 g/m2 の 間と する。 

備考 101. 連続 回転 式 イン ペラ 一 タイプの 洗濯機 中の 試験 布が， 運転 中正し く 動かない 場合， その 量 を 
最大の モー 夕 入力になる ま で 低減す る 。 

備考 201. 露纏ぁ-._ょ!き-^；-??スたで1^：1：1^!.__ほばぉ_91^->^タ_1_^は》：^迭：？整き1^簿；??^舉體曩が_1-0^ 
±_lQ.g/iI>?—Qi9_. き週ヒ 丄ヒ 。― 

4. 一般 要求 事項 一般 要求 事項 は， J1SC 9335-1 の 4. による。 

5. 試験の ための 一般 条件 試験の ための 一般 条件 は， J1SC9335-1 の 5. による。 ただし， 5.3 及び 5.7 は， 
この 規格に よる。 

5.3 JIS C 9335-1 の 5.3 に よ る ほ 力、， 次に よる。 

15.101 の 試験 は， 15.3 の 試験の 前に 行う。 
5.7 JISC 9335-1 の 5.7 による ほ 力 、，次に よる。 

備考 lOl. 水温が 沸点の 6K 以内で， 関連す る 部分の 温度 上昇と 規定され た 限度 値との 間の 差異が 25 

K から 室温 を 引いた もの を 上回らない 場合， 疑義が あると みなす。 

6. 分類 分類 は， JIS(:9335-1 の 6. による。 ただし， 6.1 及び 6.2 は， この 規格に よる。 

6.1 機器 は， 感電に 対する 保護に 関し， ク__ラ__ ろ __(?__ し クラスし クラス 11， 又は クラス II [でなければ なら 

ない。 

適否 は， 目視 検査 及び 関連す る 試験に よって 判定す る。 
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6.2 JISC 9335-1 の 6.2 による ほ 力、， 次に よる。 

機器 は IPX4 以上で なければ ならない。 ' 

7. 表示 及び 取扱 説明 表示 及び 取扱 説明 は， JIS C 9335-1 の 7. に よ る ほ 力、， 次に よ る。 ただし， 7.1， 7.6， 
7.10, 7.12, 7.12.1 及び 7.14 は， この 規格に よる。 

7.1 JIS C 9335-1 の 7.1 に よ る ほ 力、， 次に よる。 

自 動 水位 調整 装置が な レ 、機器 は， 最高 水位の 表示が な ければ な ら ない。 

動力 駆動 絞り 機の 安全 解除 装置 は， その 操作 方法 を 指示す る 表示 を 付けて いなければ ならない。 ただし， 
その 操作 装置 を， 使用者が 連続 的に 動作し なければ ならない とき は， この 限りで ない。 

備考 101 この 表示 は， その 装置の 近傍に あっても よい。 
7.6 JIS C 9335-1 の 7.6 による ほ 力、， 次に よる。 

ij 危険 電圧 （記号 IEC 60417-1 の 記号 5036) 

7.10 lis C 9335-1 の 7.10 による ほ 力、， 次に よる。 

off 位置が 文字 だけで 示される 場合 は， "off， ； しの 語 を 使わなければ ならない。 
7.12 JISC 9335-1 の 7.12 による ほ 力、， 次に よる。 

取扱説明書に は， その 機器が 使用で きる 乾燥した 布の 最大 質量 （kg) を 記載し なければ ならない。 

動力 駆動 絞 り 機 を 組み込んで いる 洗濯機の 取扱説明書に は， 絞 り 機 を 運転す ると き に 伴う 潜在的 危険に 
注意 を 促し， 下記の 内容 を 記載し なければ ならない。 
一 絞り 機 を 使用 しないと き は， かみ 合わせ を 外す か 電源を切る。 
一 機器 は， 子供が 操作して はならない。 

1EC 60417-1 の 記号 5036 を 用いる 場合， その 意味 を 説明し なければ ならない。 
7.12.1 JISC9335-1 の 7.12.1 による ほ 力、， 次に よる。 

据付 説明書に は， 次の 内容 を 記載し なければ ならない。 
― 機器 は 新しい ホース を 使って 水道に 接続し なければ ならない こと。 また， 古い ホース は 再 使用して は 
ならない こと 

備考 101. この 据付 説明 は， ホースが 機器に 永久 的に 取り付けられる 場合 は 要求され ない。 
一 水道に 接続す る 機器に 対して は， 最大 許容 給水 圧 （メガ パスカル） 

― 最小 許容 給水 圧 （メガ パスカル）。 ただし， これが 機器の 適正な 動作に 必要で あるときに 限る。 
一 底 部に 通気 口の ある 洗濯機に 対して は， カー ぺッ トが 通気 口 をふさいで はならない。 
7.14 JISC 9335-1 の 7.14 による ほ 力 \ 次に よる。 

IEC 60417-1 の 記号 5036 の 記号の 大き さ は， そ の 高さが 5 mm 以上で な ければ な ら ない。 

適否 は， 測定に よって 判定す る。 

水道に 直接 接続す るた めの 外付け の ホースに 組み込まれた 電磁 弁 及び 類似の 部品の 外郭 は， それらの 動 
作 電圧が 特別 低 電圧 を 超える 場合， IEC 60417 の 記号 5036 を 表示し なければ ならない。 
備考 ごの 記号 は 危険 表示で， ISO 3864 の 規則 を 適用す る。 
適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 

8. 充電 部への 接近に 対する 保護 充電 部への 接近に 対する 保護 は， J1S C 9335-1 の 8. に よ る。 _ さ. さ 《_U__ 
き あ-ぶ- 搔 J ぶよ- 

8.1.1 JISC 9335-1 の 8.1.1 による ほ 力、， 次に よる。 
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備考- 2pA: …选 S 構 9^5^ 濯攪 (ら墜 S 之?! き 適な ふ-な ft 賴:^ 至 蓮;^ 握: IM^ も^! さ，… 信 
は; f^M 駿 lii う- 

9. モータ 駆動機 器の 始動 JISC9335-1 の 9. は， この 規格で は 適用し ない。 

10. 入力 及び 電流 入力 及び 電流 は， JISC 9335-1 の 10. による。 ただし， 10.1 及び， 10.2 は， この 規格に 

よる。 

10.1 JISC 9335-1 の 10.1 による ほ 力、， 次に よる。 

備考 101. 選定す る 代表的な 工程 は， その 間の 入力が 最も 高い 工程で ある。 

10.2 JIS C 9335-1 の 10,1 による ほ 力、， 次に よる。 

備考 101. 選定す る 代表的な 工程 は， その 間の 電流が 最も 高い 工程で ある。 

11. 温度 上昇 温度 上昇 は， J1SC 9335-1 の 11. による。 ただし， 11,7 は， この 規格に よる。 
11.7 JISC 9335-1 の 11,7 による ほ 力、 次に よる。 

プログラム を 組み込んで いる 機器 は， 最高の 温度 上昇と なる プログラム を 用いて 3 サイ クルの 間 運転す 
る。 サイクル 間に 休止 時間 4 分 を 設ける。 

その他の 機器 は， サイクル 間に 休止 時間 4 分 を 設けて 3 サイクル 運転す る。 

それぞれの サイクル は 以下の 工程から 成る 
― 脱水 装置の ない 機器 は， 洗濯 

一 洗濯 及び 脱水 用の 単一 ドラム を もつ 機器 は， 洗濯に 続いて 脱水 ， 

- 同時に は 使用ので きない， 洗濯 及び 脱水 用に 別々 の ドラム を もつ 機器 は， 休止 時間 4 分で 分けられた 
洗濯と 脱水 

― 同時に 使用で きる， 洗濯 及び 脱水の ための 別々 の ドラム を もつ 機器 は， 同時に 運転が 終了す るよう に， 

脱水と 同時に 洗濯 
一 動力 駆動し ぼり 機 を 組み込んで いる 機器 は， 洗濯に 続いて しぼり 
一 洗濯， 脱水 及び 乾燥 用の 単一 ドラム を もつ 機器に は 

• ドラムの 中で， 同一の 量の 試験 布 を 洗濯 及び 乾燥す る ことができる 機器 は， 洗濯に 続いて 脱水， それ 
に 続いて 乾燥 

'取扱説明書に 従って， 洗濯され た 試験 布の 一部 だけが ドラムの 中で 乾燥で きる 機器 は， 洗濯に 続いて 
脱水， それに 続いて， それぞれの 乾燥 工程の 前に 休止 時間 4 分 を 追加して， 二つの 乾燥 工程。 この 場 
合， 2 サイクルの 運転 だけ 行われる。 
タイマー を 組み込んで いる 機器に 対して は， 洗濯 時間， 脱水 時間 及び 乾燥 時間 は， タイマーが 許容す る 
最高 時間に 等しい。 

タイマー のない 機器 は， 
― 洗濯 時間 は 

• 連続 回転 式 イン ペラ タイプ （パル セーター タイプ） の 洗濯機 は， 6 分， 
• かく はん 式 洗濯機 は， 18 分， 

• ドラム 式 洗濯機 は， 25 分。 ただし， 取扱説明書 によって 長い 時間が 指定され ている ときを 除く 
― 脱水 時間 は 5 分 間と する。 
動力 駆動 絞り 機の， それぞれの 絞り 時間 は 8 分と する。 絞り 機に は 1 分に 1 回， 板 を ローラに 通過 させ 
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る ことによって 負荷 を かける。 ローラの 圧力 は 最大値に 調整す る。 板 は 厚さが 約 20 mm, 長さ 約 80 cm 
で， その 幅 は ローラの 有効 長さの 3/4 以上と する。 板に は， 一様に 端に 向かって， 20 cm の 距離で 約 3 mm 
の 厚さの テーパ を 付ける。 
休止 時間 は， ブレーキ 時間 を 含み 4 分と する。 

規定の 順序で 動作した 後， 別の モーター によって 駆動し， 手動で オン • オフす る 排水 ポンプ は， 各 4 分 
間の 休止 時間 を 間に 置いた 3 回の 動作で 迎転 する。 各 動作 時間 は， 通常の 最高 水位まで 満たした とき， 機 
器 を 空に する のに 必要な 時間の 1.5 倍に 等しい。 排水 パイプの ァゥ ト レツ トは 床上 90cm とする。 
備考 101. 手動 絞り 機 付きの 洗濯機 は， 脱水 装置の ない 機器と して 試験す る。 

12. (規定な し） 

13. 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC9335-1 の 13. によ 

る。 ただし， 13.2 は， この 規格に よる。 

13.2 JISC 9335-1 の 13.2 による ほ 力、， 次に よる。 

据置形 クラス I 機器 に 対 して 規定され る 漏え い 電流 値 の 代わりに， 次 を 適用す る。 
据置形 クラス I 機器に 対して は， 漏え い 電流 値 は 3.5 mA か 又は 定格 入力の IkW 当たり 1mA のうち， 
いずれ か 大きい 方の 値 を 超えて はならない。 ただし， 最大値 は 5mA とする。 

14. 過渡 過 電圧 過渡 過 電圧 は， JISC 9335-1 の 14. による。 

15. 耐湿性 耐湿性 は， J1SC 9335-1 の 15. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 15.1 及び 15.2 は， この 規格に 

よる。 

15.1 JISC 9335-1 の 15.1 による ほ 力、， 次に よる。 

水道に 接続す るた めの 外付け の ホースに 組み込まれた 電磁 弁 及び 類似の 部品 は， 1PX7 機器に 対して 規定 
した 言 式 験 を 行う。 

15.2 機器 は， 通常の 使用 状態に おける 液体の こぼれが， たとえ 給水 弁 を 閉じる ことができなくても， 機 
器の 電気 絶縁に 悪い 影響 を 与えない ような 構造で なければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

X 形取 付けの 機器 は， 特別に 製作した コード を 用いる もの を 除き， 表 13 に 規定す る 最小 断面 積の 可と う 
コードの うち， 最も グレードの 低い もの を 取り付ける。 

使用者が 水 を 満たす 機器 は， NaCl 含有率が 約 1 % の 水で 満たす。 さらに， その 機器の 容量の 15 % か 又 
は 0.25 L のい ずれ か 多い 方の 量の NaCl 水 を 1 分 間に わた り 常時 一定量 注 ぐ。 

その他の 機器 は 最高 水位に 達する まで 運転し， 附属 書 AA に 規定す る 5 g の 洗剤 を その 機器 中の 水 1 L 

ごと に.?^_fま选1.9.取Ml通晝ぇこ_指數き_^kォ;_霉_き.追加する。 給水 弁 は 開けた まま と し， 初めて あふれの 形跡 
があった 後 15 分 間， 又は その他の 装置に よって 流入が 自動的に 停止す るまで， 給水す る。 

前面から 負荷 を 出し入れ する 機器に ついては， ドア を 開けて 試験す る。 ただし， 手 勤で ドアの イン 夕 口 
ック システム を 損傷し ないで 試験で きる 場合に 限る。 

作業 面 を もつ 機器の 場合， 各種 スィ ツチ を on の 位置に 合わせた 状態で， 約 1 % の NaCl と 附属 書 AA に 
指定され ている 0.6% のリ ンス剤 を 含んだ 0.5 L の 水 を 機器の 最上 部へ かける。 それから 操作ので きる すべ 
ての スィ ツチ 操作 を 行い， さらに 5 分 間 後に この 操作 を 繰り返す。 
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この 処 通の 後， 機器 は， 16.3 に 規定す る耐 電圧 試験に 耐え， かつ, 目視 検査の 結果で 沿 面 距離 及び 空間 
距離が 29. の 規定値 以下への 減少に つながる おそれが ある 絶縁 上に， 水の こん （痕） 跡が あって はならない。 
15.101 機器 は， 発泡が 電気 絶縁に 影響 を 与えない 構造で なければ ならない。 

適否 は， 15.2 の 後 直ちに 実施す る， 次の 試験に よって 判定す る。 

機器 を， 11. に 規定の 状態の 下で， 最長の 動作 時間になる プログラム によって 完全な 1 サイクルの 間 動作 
する。 通常の 洗濯に 必要な 洗剤の 量の 2 倍 を 加える。 その 組成 は， 附属 書 AA による。 

洗剤 投入 器 を 内蔵す る 機器に ついては， その 溶液が 通常 自動的に 投入され るであろう サイクル 中の 時点 
において 手動で 加える。 その他の 機器に 対して は， 溶液 を， その サイクル を 開始す る 前に 追加す る。 

その後， 機器 は， 16.3 の耐 電圧 試験に 耐えなければ ならない。 

機器 は， 15.3 の 試験 を 行う 前に， 通常の 雰囲気の 試験 室に 24 時間 保持す る。 

16. 漏え い 電流 及び 耐 電圧 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC 9335-1 の 16. による。 

17. 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 は， JISC 9335-1 の 17. 

による。 

18. 耐久性 JISC9335-1 の 18. は， この 規格で は 適用し ない。 

19. 異常 運転 異常 運転 は， J1SC 9335-1 の 19. による。 ただし， 19.1， 19.2， 19.7， 19.9 及び 19.13 は， こ 

の 規格に よる。 

19.1 JIS C 9335-1 の 19.1 による ほ 力、， 次に よる。 、• 

プロ グラ ム 又は タイマー を 組み込んで いる 機器 は， 19.2 及び 19.3 の 試験 は 19.101 の 試験に よって 置き 換 

えられる。 

19.7 の 試験 は， 往復す るかく はん 機の 可動 部分 を 駆動す る モータに は 実施し ない。 
19.2 JISC9335-1 の 19.2 による ほ 力、， 次に よる。 

放熱の 制限 は， 水 を 機器に 入れない 状態， 又は 電熱 素子が 十分に 浸る 水 を 入れた 状態の いずれ か 不利な 
方で 行 う 。 

19.7 J1S C 9335-1 の 19.7 による ほ 力、， 次に よる。 

プログラム 又は タイマーがない 機器 は， 5 分 間 運転す る。 

しぼり 機の 可動 部分 は， たとえ， ブレーキ バー （トリップ バー） が ローラの 回転 を 防止す る 場合で あつ 
て も 固定す る。 

19.9 JIS C 9335-1 の 19.9 は， 適用 しない。 

19.13 JISC9335-1 の 19.；13 による ほ 力、， 次に よる。 

試験 布 は 着火 して はなら ず， 焦 げ 又は 赤熱が あ つて はならない。 

備考 101. 試験 布に つ く 淡い 茶色 又は 煙の 軽微な 発生 は 無視す る。 
19.101 の 試験 中に 卷 線の 温度 は， 表 8 の 値に 規定した 値 以下で なければ ならない。 
19.101 機器 は 通常 動作の 下で 定格 電圧に よって 運転す る。 通常の 使用 状態で 予想され る あらゆる 故障 状 
態 又は 不意の 動作 を 考慮す る。 

備考 1. 故障 状態 及び 不意の 動作の 例 は， 次の とおりで ある。 
一 あらゆる 位置での プログラム 停止 
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― プロ グラムの 途中での 電源の 1 相 以上の 遮断 及び 再 接続 
― 部品の 開放 又は 短絡 
一 電磁 弁の 故障 

一 水位 スィ ツチの 機械的 部分の 故障 又は 閉そ く 
一 自動 温度調節 器の 毛細管の 破裂 

2. 電熱 素子 を通電 する ために 用いる スィ ツチの 主 接点が "on" 位置に 固定され る 状態 は， 故障 
状態で あると みなす。 ただし， その 機器が 2 組 以上の 独立した 接点 を もつ 場合 を 除く。 

この こと は， 相互に 独立して 動作す る 2 個の スィッチ を 設ける 力、， 独立した 2 組の 主 接点 
を 動作させる 2 個の 独立 アマチュア を もつ 1 個の スィ ツチ を 設ける こ とに よって 達成しても 
よい。 

3. 一般に， 試験 は 最も 不利な 結果 を 与え 得る と 予想され る 故障 状態に 限定す る。 部品 故障の シ 
ミュレ ーシ ヨン は， 使用者 を 危険に さらす おそ れがぁ る 故障 だ け に 限定す る。 

4. 機器に 水 を 入れないで 運転す る こと カミ， 何ら かの プログラム を 開始す るた めに， より 厳しい 
条件で ある 場合， その プログラム による 試験 は， 給水 停止 状態で 行う。 プログラムが 開始し 
た 後で， 給水 停止 状態と はしない。 

5. 機器が その プロ グ ラ ム の 途中で 停止 し た 場合， そ の 故障 状態での 試験 は 終了 したと みなす。 

6. 下記の 故障 状態 は， 次の 項目に よる。 

一 自動 給水 装置の 開放 は， 15.2 
一 温度 制御装置の 短絡 は， 19.4 
― モータ キャパ シ 夕の 短絡 又は 開放 は， 19.7 

20. 安定性 及び 機械的 危険 安定性 及び 機械的 危険 は， JISC 9335-1 の 20. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 
20.1 は， この 規格に よる。 

20.1 J1S C 9335-1 の 20.1 による ほ 力、， 次に よる。 

機器 を 空に する か 又は， 通常 動作で 規定した とおりに 満たす かの， いずれ か 不利と なる 状態に する。 ド 
ァ 及び ふた は閉 じて， キャス 夕 はすべ て 最も 不利な 姿勢に な るよう に 向 き を 変え る 。 

20.101 ヒンジが ある ふたの 開口部 を 通して， 上から 洗濯物 を 入れる ドラム 式の 洗濯機 は， ふたの 開口部 
が 50 mm を 超える 前に， モー 夕 を 遮断す るィ ン夕 ロック を 組み込まなければ ならない。 

取 外し 式 又は ス ライ ド 式の ふた を 備えて いる 場合， モータ は， ふたが 外される か 位置 を 変える とすぐ に， 
遮断し なければ ならない。 また， ふたが 閉じた 位置に あるとき を 除いて， モー 夕 を 起動す る ことが 可能で 
あって はならない。 

インタ ロック は， ふたが 閉じた 状態に ない 場合， 機器の 予期し ない 動作が， 起こり 得ない ような 構造で 
なければ ならない。 
適否 は， 目視 検査， 測定 及び 手動 試験に よって 判定す る。 

備考 1. J1S C 0922 の テスト プローブ B に よって 解放で き る イン 夕 ロック は， こ の 要求 事項に 適合す 

ると はみ なさない。 

20.102 前面から 洗濯物 を 入れる ドラム 式 洗濯機 は， ドアの 開口部が 50mm を 超える 前に モー 夕 を 遮断す 
るィ ン タロック を 組み込まなければ ならない。 

インター ロック は， ふたが 閉じた 状態に ない 場合， 機器の 予期し ない 動作が， 起こり 得ない ような 構造 
でなければ ならない。 
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備考 L J1SC 0922 の テスト プローブ B によって 解放で きる インタ ロック は， この 要求 事項に 適合す 

ると はみ なさない。 

機器 中の 水位が ドアの 開口部の 低い 方の 縁 を 超えて いると き， 機器が 動作して いる 間， 単純な 操作に よ 
つて ドア を 開放す る こ とがで きて はならない。 

備考 2. インタ ロック された ドア 及び キー か 2 個の 別の 動作 （例えば， 押しと 回転） によって 開放 さ 
れる ドア は， この 要求 事項に 適合 するとみ なす。 
適否 は， 目視 検査， 測定 及び 手動 試験に よって 判定す る。 
20.103 動力 駆動 絞り 機 は， ローラ 間の 圧力 力ま， 使用者に よって 保持され るよう な 構造で なければ なら レ、。 
ただし， 容易に 触れる ことができる 安全 解除 装置， 又は 他の 保護 装置 を 組み込んで いる 場合 は， この 限り 
でない。 

解除 装置 は， いかなる 部分 も 急激に 排除す る ことなしに 容易に 動作で きなければ ならない。 また， 直ち 
に ローラ 上の 圧力 を 除去で きなければ ならない。 ローラ は 両端で 45 mm 以上， 又は 一端で 25 mm 以上， 
他 端で 75 mm 以上 離れな ければ な ら ない。 

安全 解除 装置 は， たとえ 両手の 指が ローラの 間に 捕えられても， 絞り 機に 関して， 任意の 通常 作業 姿勢 
で 立って いる 人に よって， 動作で き な け れ ばな ら ない。 

動力 駆動 絞り 機 は， ローラと フ レームとの 間で 指 を 押しつ ぶす こ と を 防止す るよ う な 構造で なければ な 
ら ない。 

動力 駆動 絞 り 機能 は， 容易 に 触れる こ と がで きる スィッチ によ つて 制御で き な ければ な ら ない。 

備考 洗濯機 を 制御す る スィッチ は， 絞り 機 も 制御しても よい。 
適否 は， 目視 検査， 測定， 手動 試験 及び 次の 試験に よって 判定す る。 

ローラ 間の 圧力 を， その 最高 値に 調節す る。 11.7 に 規定した 板 を， ローラの 間に 通し， 絞り 機 は， 板が 
お よそ 半分 通過 したと き 停止す る。 力 を徐々 に 安全 解除 装置の 動作 手段に 加える。 解除 装置 は， 力が 70 N 
を 超え る 前に 動作 し な ければ な ら ない。 

21. 機械的 強度 機械的 強度 は， JISC 9335-1 の 21. による。 

22. 構造 構造 は， JISC 9335-1 の 22. による ほか， 次に よる。 ただし， 22.6 は， この 規格に よる。 
22.6 JIS C 9335-1 の 22.6 による ほ 力、， 次に よる。 

色付 き の 水の 代わ り に， 蒸留水 1 L 当たり， 附属 書 AA に 規定 し た 洗剤の 5 g X(±M^^WlSt(^. 
mm き n な m の 溶液 を 使用す る。 

備考 101. 附属 書 BB に 規定した 劣化 試験に 耐える 部品 は， 水 漏れが 起こる おそれが ある 部品と はみ 
なさない。 

22.101 機器 は， 通常の 使用 状態で 予想され る 水圧に 耐えなければ ならない。 

適否 は， 最大 許容 給水 圧の 2 倍 又は 1.2MPa(12bar) のうち， いずれ か 高い 方の 静水圧の 給水 源に 機器 を 
5 分 間接 続す る ことによって 判定す る。 

給水 ホース を 含めて， いかなる 部分から も 水 漏れが あって はならない。 
22.102 機器 は， 布が 電熱 素子に 接触す る ことができな いような 構造で なければ ならない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.103 通常の 使用 時に フィルター 仕切り 室 を 開ける と 50 。C 以上の 温水が 流出す る 場合 は， 同 仕切り 室 を 
簡単に 開けられない 機器の 構造と しなければ ならない。 



著作権法 により 無断での 謹毽， IK* 等 は 禁止され ております。 
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備考 1. イン 夕 ロック された カバー 及び キー か 2 個の 別の 動作 （例えば， 押しと 回転） によって 開放 
される カバー は， この 要求 事項に 適合 するとみ なす。 
2. 180° 以上 回転す る 動作 は 簡単な 操作と みなされない。 

適否 は， 目視 検査 及び 手動 試験に よって 判定す る。 フィルタ 仕切り 室 を 開けられる 場合， 水の 流出 は 0.51 
/min 以下で なければ な ら ない。 

23. 内部 配線 内部 配線 は， JISC 9335-1 の 23. による ほ 力、， 次に よる。 

23.101 水道に 接続す るた めの 外付け の ホースに 組み込まれた 電磁 弁 及び， 類似の 部品の 電源 用の 内部 配 
線 は， 絶縁体 及び シースが 軟質 ポリ 塩化 ビニル シース 可とう コード （コード 分類 JISC3662-5 に 規定す る 
記号 60227 IEC 52) と 同等 以上で なければ ならない。 
適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 

備考 JiSC3662 シリーズに 規定され ている 機械的 特性 は 検査し ない。 

24. 部品 部品 は， JiSC 9335-1 の 24. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 24.1.4 はこの 規格に よる。 
24.1.4 JISC 9335-1 の 24.1.4 による ほ 力、 次に よる。 

プログラマの 開閉 回数 は， 3 000 とする。 
24.101 19.4 へ 適合す るた めに 洗濯機に 組み込まれた 温度 過 昇 防止 装置 は， 自己 復帰 形であって はなら な 
い。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 

25. 電源 接続 及び 外部 可とう コード 電源 接続 及び 外部 可とう コード は， JISC 9335-1 の 25. による。 

26. 外部 導体 用 端子 外部 導体 用 端子 は， JISC 9335-1 の 26. による。 

27. アース 接続の 手段 アース 接続の 手段 は， JISC 9335-1 の 27. による。 

28. ねじ 及び 接続 ねじ 及び 接続 は， JISC 9335-1 の 28. による。 

29. 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 は， JISC 9335-1 の 29. による ほ 

力、， 次に よる。 

29.2 J1S C 9335-1 の 29.2 による ほ 力、， 次に よる。 

マイクロ 環境が 汚損 度 3 とし， 絶縁 物 は， CTI が 250 以上で なければ ならない。 

ただし， 絶縁 物 力 《観 g の 通常 使用 中に 次の 汚染に さらされる ことがない ように 囲まれて いる 又は 配置 さ 
れ ている 場合 を 除く 
一 機器に よって 発生す る 結露 
- 洗浄 剤 又は 布地の 柔軟 剤の よ う な 化学物質 

30. 耐熱性 及び 耐火性 耐熱性 及び 耐火性 は， JISC 9335-1 の 30. による。 ただし， 30.2 は， この 規格に よ 

る。 



著作権法 によ り 無断での 複製， ifc 載 等 は 禁止され ております。 
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30.2 JIS C 9335-1 の 30.2 による ほ 力、， 次に よ る。 

プログラム 又は タイマー を 組み込んで いる 機器に 対して は， 30.2.3 を 適用す る。 その他の 機器に 対して 
は， 30.2.2 を 適用す る。 

31. 耐 腐食 性 耐 腐食 性 は， J1S C 9335-1 の 31. に よる。 

32. 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 は， J1S C 9335-1 

の 32. による。 



著作権法 により 無断での 複製， ）11；^載等は禁止されてぉり ます。 



JIS C 9335-1 の 附属 書 A 〜附属 書 O 及び 附属 書 1 による ほ 力、， 次に よる。 



^作 権 法に よ り 無断での 複製， || お 載 等 は禁. |1: されて おり ます。 
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附属 書 AA (規定） 洗剤 及び リンス 剤 



AA.1 洗剤 

洗剤の 組 ま， 次のと おりと する。 



,L-l!t い- 1、 .11 ； —卜- * 

構成要素 


質: 露に よ る 割合 ％) 


線 状 アル キル ベンゼン スル ホン 酸ナ ト リ ゥム 


6.4 


(アル キン 連鎖 平均 長 Cj 1.5) 




エト キシル 獣脂 アルコール （14 EO) 


2.3 


ナ ト リウ ム 石けん （連鎖 長 C|2-|6 ： 13%〜26o/o 


2.8 


及び Ci8— 74%〜87%) 




ト リボリ りん 酸ナト リウ ム 


35,0 


けい 酸ナ トリウム （SiO^ ： 76.75 o/o 及び Na20 ： 


6.0 


23.25 %) 




けい 酸 マグネシウム 


1.5 


カルボ キシ メチル セル ローズ 


1.0 


エチレン ジァ ミン 四 さ く 酸 ナトリウム 


0.2 


ケィ 光増 白 漂 剤 （ダイ モル ホル ノ スチル ベン 型） 


0.2 


硫酸 ナトリウム （付随 物質と して， 又は 添加） 


16.8 


水 


7.8 


四 水 過 ほ う 酸 ナトリウム （別 に 供給） 


20.0 



備考 1. 取扱説明書に 指定した 洗剤 を 使用しても よい。 しかし， 試験 結果に 



疑義が ある 場合 は， この 組成 を 使用す る こと。 

2. 洗剤の 組成 は 1EC 60456 か ら の 抜粋で ある。 



AA.2 リンス 剤 

リンス 剤の 糸且成 は， 次のと おりと する C 



構成要素 


質量 比 


Plurafac LF221'^ 


15.0 


スル ホン 酸 （40% 溶液） 


11.5 


く えん 酸 （無水） 


3.0 


脱 イオン化 水 


70.5 



リンス 剤 は， 次の 特性 を もっている。 

• 粘度， 17mPas ； 

• pH， 2.2 (水に 1 o/o 入れた 場合） 

備考 1. 市販の リンス 剤 を 使用しても よい 力、 試験 結果に 疑義が ある 場合 は， この 組成 を 使用す る C 

2. リンス 剤の 組成 は， IEC 60436 からの 抜粋で ある。 



り Plumfac LF 2 2 1 は， BASF から 提供され た 製品の 商品名で ある。 この 情報 は， 国際規格の 使用者の 簡便 
性 のために 提供され， この 製 品 の mC 及び JIS による 承認 はされ ていない。 



著作権法 により 無断での 複製， 戦 等 は 禁止され ております。 
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附属 書 BB (規定） エラス トマ 部品の 劣化 試験 



エラス トマ 製 部品の 劣化 試験 は， 高い 温度で 洗剤 溶液に 浸せき する 前後に， それらの 硬度 及び 質量 を 測 
定 する ことによって 実施す る。 

試験 は， 各部 品の 3 個 以上の サン プルで 実施す る。 サン プル 及び 試験 手順 は， ISO 1817 に 規定 したと お 

りと する が， 次の 修正 を 考慮す る。 

4. 試験 溶液 試験 溶液 は 蒸留水 1L 当たり， 附属 書 AA に 規定す る 洗剤 5 g を 溶かす ことによって 得られ 

る。 

備考 浸せき した 試験 片の全 質量が， 溶液の IL に対して 100 g を 超えない こと， 試験 片を 完全に 浸 
せきす る こと， 及び それらの 全 表面 を 溶液に 自由に さらす こと を 確実に 行う ように 留意す る。 
試験 中， 試験 片を 直接 光に さらさない。 異なる コン パウンドの 試験 片を， 同一 溶液 中に 同時に 
浸せき しない。 

5. 試験 片 

5.4 試験 片の 状態 調節 温度 は 23 で ±2 T: 及び， 相対湿度 は （50±5)% である。 

6. 試験 溶液への 浸せき 

6.1 温度 溶液 は， 試験 片を 浸せき した 状態で 1 時間 以内に 温度 75+ きでまで 加熱し， この 値に 保持す る。 
溶液 は， 24 時間 ごとに 更新し， 同様に 加熱す る。 

備考 溶液の 過度の 蒸発 を 回避す るた めに， 溶液の 更新に 対して は， 閉回路 システム 又は 類似の 方法 
を 使用す る こと を 推奨す る。 
6.2 期間 試験 片は， 総合 計で 48+i 時間 浸せき する。 

試験 片 は， 直ちに 周 囲 温度 に 保持 し た 新 し レ 、 溶液 中に 浸せき する。 試験 片 は 45 分 ± 1 5 分 浸せき する。 
溶液から 取り出した 後， 試験 片は 15 で±5 。C の 冷水 中です すぎ， 吸い取り紙で 乾かす。 

7. 手順 

7.2 質量 変化 試験 片の 質量の 増加 は， 浸せき の 前に 測定した 値の 10% を 超えて はならない。 
7.6 硬度 変化 マイクロ 硬度 試験 を 適用す る。 

試験 片の 硬度の 変化 は， 81RHD を 超えて 変化して はならない。 それらの 表面 は， 粘着 質に なって はなら 
ず， 裸眼で 見 る ことができる クラック 又は そ の 他の 劣化が あ つて はならない。 



著作権法 により 無断での 複製， ％ ^載 等 は 禁止され ております。 



附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JTS C 9335-2-7 ： 2004 家庭 用 及び こ れに 類す る 電気機器の 安全性 - 
第 2-7 部 ： 電気 洗濯. J の 個別 要求 事項 



IEC 60335-2-7 ： 2002 Household and similar electrical appliances - 
Part 2-7:Paticular requirements for washing machines 



-Safety- 



( I ) JIS の 規定 


{ TT \ m m ±H 

11 ゾ m\ 7^ 

格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異 

の 項 目 ご と の 評価 及 びその 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点緣の 下線 


(\[ ヽ 11 C y 隱祭 松 > の 坊:? /M 勺き 里の？ SI も 7^ 厂 K 

今後の 対策 


項目 番号 


内容 


項目 

番号 


内容 


項目 ごとの 
評価 


技術的 差異の 内容 


1. 適用 範囲 


定格 電圧が 単相 250 V 
以下， その他 480 V 以 

下の 家庭 用 電気洗濯機 
の 安全性 


IEC 60335-2-7 


1 


JIS に 同じ 


1DT 






2. 引用 規格 


本文で 引用され る 規格 
ISO 1817, JIS C 9811 


IEC 60335-2-7 


2 


ISO 規格 を 引用 
IEC 60436 


MOD/ 追加 


JIS C 9811 (家庭 用電 

気 洗濯機の 性能 測定 
方法） を 追加。 


3.1.9 項で デビ エー シ ヨン と して 引用した ため。 
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i-f1」#tfil^n J: さ-", r: 一， 」：：「：■- . "二 h^tl-r せ 0^1-。 



( I ) JIS の 規定 


(II) 国際 規 

格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 理由 及び 

今後の 対策 


項目 番号 


内容 




項目 
番可 


内容 


項目 ごとの 
評価 


技術的 差異の 内容 




3. 定義 


通常 動作の 定義 
水温 

一 電熱 素子の ない 機 
器に 対して は， 65 で 土 
5 。C ； 

ただし， 水洗い を 意図 
した 洗濯機に あって 
は， 常温の 水で 試験 を 
行う ことができる。 
- その他の 機器に 対 
して は， 15 T:±5 。C 
試験 布 

寸法 約 70 cmX70 cm 
で， 乾燥 状態の 比 質量 
が 140 g/m2— 175 g/m' 
の 木綿 シー ト。 
渦巻 式 洗濯機の 試験 布 
は， 性能 試験 （JIS C 
9811) で 定められ てい 
る， 寸法 力 《91 cmX91 
cm で 乾燥 状態に おけ 
る 質量が 90 g/m 2 〜110 
g/m 2 の 布 を 負荷と して 
用いる。 


IEC 60335-2-7 




通常 動作の 定義 
- 電熱 素子の な 
い 機器に 対して は， 
65 で±5 。C ； 
- その他の 機器 
に対して は， 15 。C 
±5 V 
試験 布 

寸法 約' 70 cmX70 
cm で， 乾燥 状態の 
比 質量が 140 g/m 2 
一 175 g/m' の 木綿 
シート。 


MOD/ 追加 


(1) 水洗い 洗濯 極の 
水温 を 追加。 

(2) 試験 布に ついて 
は， JIS C9811 の 布 も 

適用 可と した。 


(1) 日本で は， 65 での 高温 を 用いての 洗濯 習慣 
がない。 （IEC へ 提案 中。） 

(2) IEC で 規定され た 布で は 最大 容量に 見合う 
布 を 用いた とき， 性能 規格に 定められる 性能 を 
十分に 満たす ことができない （性能 規格に おけ 
る 容量 表示 及び 安全 規格に よる 容量 表示が 異な 
る） 可能性 あるた め， 性能 規格と 同じ 布が 使用 
できる ようにした。 また， JIS 布の 方が 日本の 
生活 習慣で 使用 される 標準 的な 洗濯物 を 模擬 し 
ている。 （IEC へ 提案 中） 


4. 一般 要求 
事項 


安全の 原則 


IEC 60335-2-7 


4 


JIS に 同じ 


IDT 






5. 試験の た 
めの 一般 条 
件 


試験 順序， 試験 温度な 
ど 


IEC 60335-2-7 




JIS に 同じ 


IDT 







一一 禱 §s，bMtlT お f; wt。 
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(;I)JIS の 規定 


/ TT \ i 曰 

( i 丄) m |j 云く 观 

格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


( V ) jii^ し 1^1 お;^ やな こ レソ: J 乂クト 丁 hjzn? ^レンヌ 生 tt] ノ乂ひ 
今後の 対策 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項目 ごとの 
評価 


技術的 差異の 内容 


6. 分類 


6.1 

感電に 対する 保護 分類 
について， クラス 01 
以上 を 要求 
6.2 

1PX4 以上 を 要求 


IEC 60335-2-7 


6 


6.1 

感電に 対する 保護 

分類に ついて， ク フ 
ス I 以上 を 要求 

6.2 

J1S に 同じ 


MOD/ 追加 


JIS は クラス I 機器 

を 認めた。 


/? ■ ^マ n T Ftl rr\ -Wt i 、 ゆ 门 Ttr—rfH^^ 亩小主 につ、 ノ 

ク フス 0丄 11^ 器の砍 レュ は， Id 牟岛 cea 爭 Is (コン 

セント に アースな し） による。 


7. 表示 及び 
取扱 説明 


Off 位置の 表示， 最大 
洗濯 容量 等の 取扱 説明 
書 及び 水道に 直接 接続 
する 洗濯機に 関する 注 
思 ま 小 


T -曹， ん， Z rfc 1 , 严 ^ mm 

IEC 60335-2-7 


7 


JIS に 同じ 

ただし， OFF 位置が 
文字 だけで 示され 
る 場合 は， "off" の 
語 を 使わなければ 
ならない。 


MOD/ 追加 


JIS では， "off に 加 
えて "切" の 使用が で 

きる。 


tl 本 fin の 表 3ヽ を 5；^、 め た。 


8. 充電 部へ 
の 接近に 対 
する 保護 


試験 指 及び テス ト ピン 
による 検査 


IEC 60335-2-7 


8 


JIS に 同じ 

ただし， 40 kg 以下 
の 質 星の ものに つ 
いて は， 傾けて 底面 
についても 検査す 

る。 


IDT 


JIS では， 据置形 洗濯 

も、 n こついて は， 洗濯 槽 

> さ Hi さし 曰 1 - ^-r\ —'し 

t レ 設 d 1^ 大谷 直の 水 

を 入れた 状態で 40 kg 
を 超える 場合 は， 傾け 
ない。 


槽 に 水 をた める 据置 形の 洗 濯 機 は 通常 動作 で 
は， 水が こぼれる こ とから 傾けられる こ と はな 
い。 また， 通常 は ホースが 接続され ており， 傾 
ける こと は 考えに くい。 . 

なお， IEC の 規定と した 場合， 構造 的に 解決す 
る 方法と して， 

1 ) 1 ハ J 口 1)1^ しポ水 电: 35?： 口" P ロロ ~ ■ 里 /To'#T 冉ス S 、ノ メ A 

11 構造） とする。 

2) 機体 底 部 開口 をふさぐ の 二つが ある 力、 これ 

らの いずれの 場合 も 問題が 生じる （特に 全自動 
洗濯機)。 
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( I ) JIS の 規定 


(II) 国際 規 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異 
の 項 目 ご と の 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 本体 

表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 理由 及び 
ふ >ネ" ^の 対带 

/ レンス^ 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項目 ごとの 
評価 


技術的 差異の 内容 
















1) を 実施した 場合の 問題点 

全自動 洗濯機の 場合， その 構造 上， 水槽と 外郭 
(フレーム） 間 を 渡る 配線が 必要で あり， この 
部分の 内部 配線に ついては， 運転 時の 水槽の 移 
動に 対応で きる よう， 緩み を もたせて あり， ま 
た， 運転 時の 振動に 耐え 得る 柔軟性が 必要で あ 
る 力、 この 部分に 対し， 付加 絶縁 物と して， た 
と え 柔軟性の ある チュー ブを 使用 したと して 
も， 内部 配線の 緩み （曲がり） に 対し， チュー 
ブが 追従し ないた め， チューブが 屈折し， いわ 
ゆる 腰折れ 状態と なる。 

この 屈折 は， チューブの 柔軟性と は 関係な く， 
チューブが 中空で あり， かつ， 内部 配線 （複数 
本の リード 線 束） の 太 さに 対し， チューブの 径 
が 大きいた めに 発生す る。 （リード 線 束の 太 さ 

上 手 1 一 プ、 ネ吝カ i 、ナ ^ ( Li > リー K^7^^^ 
'ノ ノ / 1 土/ ソ" * ノ乂 1^ ヽ, ck いし, ノ 1 /T ノ JC_yK <L 

チューブに 通せない ため。） 

この 状態で 運転 時の 振動が 加わった 場合， チュ 
ーブの 屈折 部分で 内部 配線が 集中 的に 屈曲され 
るた め， 内部 配線が 断線す る 可能性 ある。 
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( I ) JIS の 規定 


( 11 ) 国 際 規 

\ ^丄丄 J i 1 [VJ ヽ ノソ U 

格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異 

の 項 目 ご と の 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS > 国際規格 と の 技術的 差 里の 理由 及び 

今後の 対策 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項目 ごとの 
評価 


技術的 差異の 内容 
















2) を 実施した 場合の 問題点 
全 自動 洗濯機に おいて は， 水槽 は^；；；体 内部 に つ 
り 下げられ ている ため， 輸送 時の 振動 及び 偶発 
的な 落下に 耐え 得る よう， こん 包 部品に よって， 
水槽の 上部 及び 下部 を 固定して いる。 
そのため， こん 包 部品に 乗せて 固定で きる よう， 
現行の 全自動 洗濯機 機体 下部 は 開 口 させて いる。 
機体 底 部 開口 をふさいだ 場合， 水槽 下部 を ボル 
ト などに よって 固定す る 必要が ある 力、 この 場 
合， 設置 時に 機体 を 傾け， 設置 者に よって 固定 
用 部品 を 外す 作業が 必要と なる。 （現 こん 包 構 
造で は， 開 こん • 機体 を こん 包 部品から 降ろす 
だけで， 水槽 下部の 固定 は 解除され る。） 
販売 業者に よって 設置され る 場合， 設置に 関する 
知識 を もってい るので 問題 はない が， 一般 消費者 
によって 設置され る 場合， この 固定 部品 を 外し 忘 
れた ま ま 運転され る ケース は 容易に 想定で き る。 
また， 運転 前に 固定 部品 を 外す 旨， 設置 説明 を 
記載しても， 一般 消費者が それ を 読み， 実行す 
る 保証 はない。 しかも， 同 項 記載の 40 kg 以下 
の， 特に 小型 機の 方が， 一般 消費者に よって 設 
置され る 可能性が より 高い。 
固定 部品 を 外し 忘れた まま 運転され た 場合， 特 
に 脱水 時に おいて 異常 振動 を 起こし， 機体が 転 
倒し， 使用者に 負傷， 又は 周辺 家財に 損傷 を 負 

わせ K] 目 匕 1 土。、 め 。 

上記 理由から， 当面の 間 は 電安法 省令 第- 項レ 
ベルの 規定と した。 

より 十分な 対策 検討が なされた 後に， 代替え 案 

を IEC に 提案す る 方向 で 検討す る 。 



$s^n J; 9^300. 00^s.^^.. ？ tiT せ w 蚪。 
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(I) JIS の 規定 


(II) 国際 規 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) J1S と 国際規格 と の 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評価 及 びその 内 容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) J1S と 国際規格との 技術的 差異の 理由 及び 

(T) ケ、 +幣 
マ 1^ リ） ス、」 來 


項目 番号 


内容 


項目 

せラ 


内容 


項目 ごとの 

rMlliJ 


技術的 差異の 内容 


動機 器の 始 
動 


？ し, よ レュ 


IEC 60335-2-7 


V 


n C ド レ、 
Jl!i な^ 1 口」 し 


lU 丄 






10. 入力 及び 

PBW し 


定格 入力 又は 定格 電流 
レリ 农 zj ヽ 1IE C /則/ £1医 ゾリ iTT 
容差 及び 測定す る 行程 


11L し t)Kj^3:?- ム 7 


10 


JIS に 同じ 


IDT 






11. 温度 上昇 


設置 条件， 試験 時間， 
温度 測定 箇所 を 規定 


IEC 60335-2-7 


11 


JIS に 同じ 


IDT 


一 




12. 欠如 


说疋な し 




12 


JLS に 1 口」 し 


IDT 






13. 動作 温度 

での 漏え い 
電流 及び 耐 
電圧 


運転 状態に おける 漏え 
い 電流 及び 耐 電圧 試験 


IEC 60335-2-7 


13 


JIS に 同じ 


IDT 






14. 過渡 過電 

j 土 


空間 距離の 既定値 を満 

たさない @ 尸 九に 対^ る 
ィ ン パルス 試験に よ る 
代替え 試験 


IEC 60335-2-7 


14 


J1S に 同じ 


IDT 






15.1 き/ 显 11 


丄 P レ ） つ ク /K 

試験 及び 耐湿 試験 


IEC 60335-2-7 


15 


罾 TO t ゲ r==n ) ヽ、 
JIS に IkJ し 

ただし， いつ （溢） 
水 試験の 洗剤の 使 

用量 を 5 g/L に統 


» 4： /~\T\ ゾ、 -fin 

MOD/ 退 刀 口 


JIS ま， /^-H リの里 力、 
取扱説明書に 記載 さ 
れ ている 場合 は， その 
量 を 使用す る こ と と 
した。 


日本の 水質， 水温， 水量が IEC の 想定と 異なる 
ため 通 吊 1 史用 される /tlh'J の 種 頸 力、 pI^MW AA と 
は 異なる。 このため， 日本国内の 市販 洗剤 を 使 
用す る 場合 は， 取扱説明書に 記載され た 量と す 
> ^ \ 于- flFT も附 尾蚩 A A W タ i の、) 牛吝 11 を 

しし (― し, し 、丄 JLi 。 KI J /pg s t\r\. 「ゾノリし/^リ c_ 
使用す る こ と は 認めて いる。）。 


16. 漏え ぃ電 

流 及び 耐電 
圧 


耐湿 試験 後の 絶縁 性の 
評価 


IEC 60335-2-7 


16 


JIS に 同じ 


IDT 
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(I)JIS の 規定 


(II) 国際 規 

格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異 

の 項 目 ご と の 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) J1S と 国際規格との 技術的 差異の 理由 及び 
今後の 対策 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ごとの 
評価 


技術的 差異の 内容 


17. 変圧器 及 
びその 関連 
回路の 過 負 
荷 保護 


変圧器が 過 負荷 又は 短 
絡 状態 を 模擬した 温度 
試験 


1EC 60335-2-7 


17 


J1S に 同じ 


IDT 






18. 耐久性 


適用し ない 


IEC 60335-2-7 


18 


JIS に 同じ 


IDT 






19. 異常 運 
転 


放熱 制限， モータ 拘束， 

電子 部品の 故障 及び プ 
ログ ラム 故障な ど 


1EC 60335-2-7 
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JIS に 同じ 


IDT 






20. 安定性 及 

び 機械的 危 
険 


安定性， インタ ロック 
及び 動力 駆動 絞り 機の 
可動 部 保護 


1EC 60335-2-7 


20 


JIS に 伺 じ 


IDT 






21. 機械的 強 
度 


ィ ン パク ト ハンマー 試 
験 


1EC 60335-2-7 
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JIS に 同じ 


IDT 






22. 構造 


構造 一般 及び 水圧 試験 
な ど 


1EC 60335-2-7 


22 


J1S に 同じ 


IDT 






23. 内部 配線 


内部 配線の 屈曲， —耐電 
圧 & び ホース 内の 内部 
配線な ど 


1EC 60335-2-7 


23 


JIS に 同じ 


IDT 






24, 部品 


温度 過 昇 防止 装置 は 非 
自己 復帰 形 を 要求 


IEC 60335-2-7 


24 


JIS に 同じ 


1DT 






25. 電源 接続 
及び 外部 可 
とう コード 


電源 コードの 種類， 断 
面積な ど 


IEC 60335-2-7 


25 


J1S に 同じ 


IDT 






26. 外部 導体 
用 端子 


端子ね じの 緩み 防止， 
端子ね じの 大きさな ど 


IEC 60335-2-7 


26 


JIS に 同じ 


IDT 






27. アース 接 

続の 手段 


アース 線の 緩み 防止， 
耐 腐食 性， アース 導通 
試験な ど 


1EC 60335-2-7 


27 


JIS に 同じ 


IDT 
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$^ - ヒー nj; 蒙 環- esjt ぉ严 stf i§h?tIT お t1-。 



(I)JIS の 規定 


(II) 国際 規 

格 番号 


(111) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 理由 及び 

今後の 対策 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項目 ごとの 
評価 


技術的 差異の 内容 


28. ね し JZ ひ 
： [女 ホ冗 


ねし の 110)1 久 1± ， m^M ， 


IEC 60335-2-7 


28 


JIS に |n」 し 


1DT 






29. 空 間 距 
離， 沿面距 
離 及び 固体 

ネ伤録 
す、 巴/ >a く 


空間 距離， 沿 面 距離， 
固体 絶縁の 厚さ 

汚損 度 3 及び CTI250 

hi 卜 もが ホ 

i;^ 丄 冗 女 <K 


IEC 60335-2-7 


29 


JIS に 同じ 


IDT 


― 




ju.m お ヽゝ idi/K 

び 耐火性 


-p' ― J し マ。 し 、リ 、ヽ. きオ 

/コ、 一 ノレ ノ レツ ンャ pX\ 

験， グロ — ワイヤ 試験， 

—一 ドリ レフし ーム § - 


IEC 60335-2-7 


つ n 


Tf O /一 I 、、 
Jl5 に 1 口」 し 


IJJ 丄 






3 L 耐 腐食 性 


腐食に & する 保護 対策 


JEr 60335-2-7 


31 


JIS に 同じ 


IDT 


- 




71 协射線 
J Z, . /JX i3J '下水 ， 

毒性 その他 

これに 類す 

る 危険性 


鲜 に も 日 また I 






If C に [h1 I 、、 
Jlij レし 1HI し 


1LJ 1 






附属 書 


JIS C 9335-1 による 


IEC 60335-2-7 


附属 書 


JIS に 同 じ 


IDT 






附属 書 AA 


洗剤 及び リ ンス剤 


IEC 60335-2-7 


附属 書 

AA 


JIS に 同じ 


IDT 




技術的 差異 はない が， 特定の 商品 を 認めて いな 
い 注意 は， JIS も 同様で ある こと を 追加。 


附属 書 BB 


エラス トマ 部品の 老化 

験 


IEC 60335-2-7 


附属 書 
BB 


JIS に 同じ 


IDT 







J1S と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 



備考 1. 項目 ごとの 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 IDT 技術的 差異がない。 

一 MOD/ 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

2. J1S と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 MOD 国際規格 を 修正して いる。 
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C 9335-2-7 ： 2004 



参考 規格 



参考 規格 は， JISC 9335-1 の 参考 規格に よる ほ 力、， 次に よる。 

1EC 60436， 電気 食器 洗 機の 性能 測定 方法 

IEC 60456， 家庭 用 電気 衣類 洗濯機 一 性能 測定 方法 

ISO 3864, 安全 色 及び 安全 標識 



著作 «te により 無断での 複製， 戰等は 禁止され ております。 
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JIS C 9335-2-7:2004 

家庭 用 及び これに 類す る 電気機器 の 安全性— 
第 2-7 部 ： 電気洗濯機の 個別 要求 事項 

解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 • 記 載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団法人 
日 本 規格 協会へ ぉ願レ i します。 

1. 改正の 趣旨 旧規 格 は， 1993 年に 第 4 版と して 発行され た IEC 60335-2-7 ： 1993, Household and similar 
electrical appliances ― Safety ― Part 2-7 : Particular requirements lor washing mac nines を 几に 作成した 規格で め 
つた。 その後， IEC 60335-2-7 が 2002 年に 第 6 版と して 発行され た。 そこで， この 規格 を， IEC 規格に 整 

合させる ために 改正 を 行った。 

2. 改正の 経緯 こ の 規格 は ， 電気洗濯機 として 国際的に 広く 用いられ ており， 日本と しても 対応す る IEC 
規格の 改正に 合わせて， 可能な 限り 早く 改正す る ことが 望まれて いる。 今回の 改正 も， 国際的な 動きに 合 
わせて いる。 

3. 適用 範囲 この 規格の 適用 範囲 は， 家庭 用 及び これに 類す る ものと なって いるが， 店舗， ちゅう （厨） 
房， 農業， サービス 業な どに 用いる もの も 含まれる。 また， この 規格 は， 制定 後に 電気 用品 安全 法の 技術 
基準 省令 第 2 項への 採用 を 前提 としてい る。 

4. 規定 項目の 内容 この 規格 は 原則として， 元と なる 1EC 60335- 2-7 に 整合して いる。 規定 項目 は 次の 
とおりで ある。 

一 感電に 対する 保護 及び 有害な 水の 浸入に 対する 保護 分類 

― 本体 表示 及び 取扱説明書 

一 充電 部への 接近に 対する 保護 

一 定格 入力 又は 定格 電流の 許容 差 

一 通常 使用 状態での 温度 上昇限度 

― 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

一 過渡 過 電圧 

一 耐湿性 

一 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

一 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 

― 異常 運転 

一 安定性 及び 機械的 危険 

解 1 

著作権法 により 無断での 夜 11， 転載 等は禁 されて おります。 
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一 機械的 強度 
一 構造 一般 

一 内部 配線に 関する 規定 
一 部品の 取扱い 

- 電源 接続 及び 外部 可とう コード 
一 外部 導体 用 端子 
― 接地に 関する 規定 
― ねじ 及び 接続 

一 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 
一 耐熱性 及び 耐火性 

5. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 は， 次に よる。 



解 2 



(委員長） 
(委員） 



(WG-1 代表） 
(WG-2 代表） 
(WG-3 代表） 
(WG-4 代表） 
(WG-5 代表） 



第 59/61 小委員会 構成 表 

所属 

東京大学 大学院 新 領域 創 成 科学 研究科 
財団法人 電気 安全 環境 研究所 
財団法人 日 本 品質保証 機構 
独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 
社団法人 日本 電気 協会 
国民生活 センター 
財団法人 日本 消費者 協会 
全国 地域 婦人 団体 連絡 協議会 
消費 科学 連合会 
社団法人 日本 厨房 工業 会 
日本 自動販売機 工業 会 
日本 暖房 機器 工業 会 
社団法人 日本 ホームへ ルス 機器 工業 会 
社団法人 日本 冷凍 空調 工業 会 
社団法人 日 本 ガス 石油 機器 工業 会 
社団法人 電子 情報技術 産業 協会 
三洋 電機 株式会社 
シャープ 株式会社 
株式会社 東芝 

日立 ホーム & ライフ ソ リュー シ ヨン 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
松下電工 株式会社 
三菱 電機 株式会社 
財団法人 電気 安全 環境 研究所 
松下電器 産業 株式会社 
松 下 冷 機 株式会社 
東芝 キャリア 株式会社 
日立 ェ機 株式会社 
経済 産業 省 



之 長 次 均 功 環 一 代 美 三 夫 英武 史巳傑 昭友之 一 功夫 二 史博宏 穎 明徳 夫 

千須 紀 

名 博英秋 文 三 真 省文隆 浩昭 秀 孝啓昭 安輝 禎雄政 聖和雅 由 

氏 

崎澤木 井井 田 藤 野 賀田瀬 田 田 田 山 合 原 實崎衡 田 本 井野 藤 木 山 橋 野 

木 々 士、 わ 々 

大八佐 浅 浅 鎌 伊中 山 岡 柳 鴨 半 高 丸 河 藤 松 山 仁 青 島 石 松 佐 佐 秦神高 平 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は; 止されて お ります。 
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(事務局) 



(委員長) 
(委員） 



(事務局) 



(主査） 
(委員） 



(事務局) 



経済 産業 省 
経済 産業 省 

社団法人 日本 電機 工業 会 
社団法人 日本 電機 工業 会 



電気洗濯機 技術 専門 委員会 構成 表 

所属 

株式会社 東芝 

パナソ ニック コミュニケーション ズ 株式会社 

三洋 電機 株式会社 
シャープ 株式会社 
日本 建鐵 株式会社 

日立 ホーム & ライ フ ソ リ ユー シ ョ ン 株式会社 
日 立 ホーム & ライフ ソ リュー ショ ン 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
三菱 電機 株式会社 
社団法人 日本 電機 工業 会 



電気洗濯機 分科会 構成 表 

所属 

松下電器 産業 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
株式会社 東芝 

日立 ホーム & ライフ ソ リ ュ一シ ヨン 株式会社 
三洋 電機 株式会社 
シャープ 株式会社 
三菱 電機 株式会社 
財団法人 日本 品質保証 機構 
財団法人 電機 安全 環境 研究所 
財団法人 電機 安全 環境 研究所 
社団法人 日本 電機 工業 会 



俊 紀男純 

正大 和雅 

井村 田 子 

萬中柴 I 世 



純 孝 克明 彦見恭 裕史之 

名眞良 正浩則 高 年 正浩 

氏 

藤 住 重 田 川 山野 口田 形 

伊 千 森 詠 石 小 釜 谷 長 山 



夫 宏司幸 之 功文 次 博吉之 

名 輝 貢 和 正 浩秋 正淳浩 

. 本木 屋野勢 本 辺 木 藤 谷 形 

々 ク 

島 佐 伏 矢 伊松 浦 佐 佐 住 山 



解 3 



？萬作 権 法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ており ます。 
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白 紙 



解 4 



著作権法 により 無断での 複製， ife 載 等 は 禁止され ております, 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 棵準部 標準 脚 蜜 踝へ FAX [FAX(03)3405-5541 TEL(03)5770-1573] 

で ご 速 や ださい。 

女ぉ5規|{^ぉの11{,ぶ【?；^が^行された^|*^^は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 f»S "fc^J? 吖匕 ジャーナル" に， 正， 誤の 内容 を揭献 いたします。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火 曜日に， "日 g« 業 新閡" 及び "日刊 工業 新聞" の JIS 発行の 広告 檷 
で， 正解 票が 発行され た J1S 規格 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の J1S 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正 謓蔡が 発行され た 場合， 自動 
的に お送りい たします。 

★Jf はお ifft プ/; の ご注文 は， -I? 及來; 部 カス タマ 一サービス u!t! [TEL(O3)3583-8002 FAX(03)3583-0462j 
又は 下 の 当 協会 各 支 S1; におき ま しても ご注文 を 承って おります ので， お 申込みく ださい。 
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財団法人 日本規格協会 
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